


活動報告

子どもゆーとぴあを創っちゃおう

遊び場つくり隊
発表：山下佳奈



地域の子どもたちが
伸び伸びと遊ぶためには・・・？

→スキルの向上、地域や他の団体と関わる機会が必要

・地域の特色を掴む

・危機管理を学ぶ

・遊びのレパートリーを増やす

遊び場をつくる上で



活動の目的

・本プロジェクトを、地域一丸となった遊び場展開を
目指すきっかけにする。

・全国で遊び場を創る活動をしている団体と交流し、
遊び場の向上を図る。

・意見交換を行うことで、各団体の地域との関わりを知り、
地域の遊び場について考える。



活動スケジュール

9月15〜16日 全国学生フォーラムinしまね

10月20日 学生フォーラムの報告会

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
11月25日 遊び場共同開催

1月17日 交流会in島根大学「こどもの会」

2018年

2019年



全国学生こどもフォーラム
inしまね

実施内容

・こどもの頃の遊びを振り返る

・フィールドワーク（火・ロープ・ベーゴマ）

・懇親会

・民宿「なかよし」による朝食

・島根町の魅力発見（クイズ・探検・微小貝の観察）

・意見交換

・プレーパーク開園

2018年9月15〜16日 松江市島根町小波集会所



フィールドワーク



意見交換



プレーパーク開園



参加団体

・福井大学 Fukui Play-Studio遊房

・島根大学プレプレまつえキッズ

・島根大学学生

・雲南で遊び場をつくる会

・岡山県学生

参加者：計22名



参加者の声

・子どもの遊び場をづくりに、

フィールドワークで学んだロープワークを生かしたい。

・ディスカッションから多くを学んだ。

・地域の方との対話が印象に残っている。

・海岸や星の綺麗さ、地域の魅力を感じた。

・今後もこのような機会が必要だ。



報告会

実施内容

・報告書を配布

・活動報告と質疑応答

・グループワーク（テーマ「保護者の視点から」）

2018年10月20日 島根大学 大学会館2階研修室

参加者：こどもに関わる活動に興味がある島根県の大学生、地域の方

目的 ・遊び場をつくるために行っている活動の報告

・松江市の地域の方との交流の機会をつくる



活動の成果

1.フィールドワークによりスキルが向上し、
こどもたちとの遊びの幅が広がった

4. 島根大学内のこどもに関わるサークルとの
連携・交流の必要性を考えることができ、
11月に遊び場を共同で開催、1月に交流会を開いた

2.島根町の魅力を感じ、伝えることができた

3. 地域と関わるための方法を共有することができた



まとめと今後の展望

他団体の活動や小波の地域性を知ることで、

自団体の活動を振り返り、今後の活動の原動力となる機会になった

今後の展望

ワークで体験し、多視点から話し合うことで、他団体との交流、
地域との連携の必要性を学び、実行できた

・地域一丸となってこどもの遊びを見守ることを目指す。

・積極性を持って地域に関わっていく。

・他の団体との交流を通じて視野を広く持つ。



最後に

本プロジェクトにご支援・ご協力を頂きました

小波地区の皆様、

プロジェクトS関係者様に
感謝申し上げます。

ご静聴ありがとうございました。
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